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特願№2025-42198
ロケットストーブを用いた間接加熱式炭化装置
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番号 容量 材質 寸法 LxWxH 重量

1 1,200リットル

鋼、ステンレス、

セラミック繊維、

真鍮 95x160x170cm 600kg

2  3,000リットル

鋼、ステンレス、

セラミック繊維、

真鍮 125x220x190cm 1000kg

3  5,000リットル

鋼、ステンレス、

セラミック繊維、

真鍮 150x260x210cm 1500kg

付属
品 木酢液タンク

鋼、ステンレス、

セラミック繊維、

真鍮 60x80x90cm 30kg

製品情報



1. 材料の準備
• 直径 20cm 以下の木材、または乾燥した植物系の残渣（トウモロコシの芯などの農業
残さ、枝、竹、木くずなど）を準備してください

• 材料は必ず乾燥させ、含水率 15％以下にしてください。含水率が高いと、効率が低
下し、煙が発生しやすくなります

2. 点火と燃焼
• 燃焼口を開け、十分な空気の流れを確保して下さい
• 乾燥木材、紙などを燃料として用い、燃焼室内にセットして着火します
• 下の「3．炭化プロセス」の温度を参考に、設置されている温度計で温度を確認しな
がら、適切な温度を維持します（最適範囲：450～600℃）

3. 炭化プロセス
• 乾燥段階（0～1時間）：水分が蒸発し、温度が徐々に上昇します
• 熱分解段階（250～350℃）：材料が分解し、木酢液やタールなどのガスを放出します
（回収装置があれば回収可能）

• 炭化段階（350～500℃）：ガスが自然発火し、炭が生成されます（燃料の追加は不要
になるため、停止します）

• 所要時間は木材の種類により 8～10 時間です（ロケットカーボナイザーの容量によ
り変わります）

• 冷却段階：炭化が終了したら、そのままバルブを開けずに、冷却時間を12時間あけて
下さい（冷却前にバルブを開けると再度火がついて危険ですので注意して下さい）

4. バイオ炭の回収
• 冷却後、炉壁を触って安全な温度であることを確認して下さい
• 炉を開けて炭を取り出します
（未炭が残っている場合は、再度火を入れることができます）

• 木酢液タンクが設置されている場合は、木酢液を回収し、害虫防除や土壌改良などに
利用できます

5. メンテナンスと点検
• ガス管を清掃し、タールが詰まらないようにします
• 使用前に、木ガスコントロールバルブと排水バルブを点検して下さい
• ドアシール（セラミックファイバー）を点検し、摩耗している場合は交換して下さい
• カーボナイザーは屋根付きの乾燥した場所での保管が望ましいです

★安全上の注意
• 換気のない屋内では使用しないで下さい
• 炉がまだ熱いうちに新しい原料を追加しないで下さい
• 揮発性の高い燃料（ガソリン、灯油など）は使用しないで下さい
• 炉内の火を水で消火しないで下さい
• 子どもやペットが近づかないように注意して下さい

カーボナイザーの使い方
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